
2月15日  特別企画Ⅰ   公開保育    ～さくら保育園  中保育所  舞鶴幼稚園～ 

 乳幼児教育フォーラムの特別企画として、さくら保育園・中保育所・舞鶴幼稚園において公開保育を実施しました。 

 本公開保育は、市の事業である「乳幼児教育ビジョン推進事業 乳幼児教育の質の向上研修」における、公私・園種を越えて市

内の先生方が共に学び合う公開保育を、参加者の皆様にも体験していただく機会として実施しました。 

 公開保育当日は、東北や九州・沖縄等、全国各地からの参加者があり、このような公開保育の方法やカンファレンスについて、 

「見ただけで帰ったのでは理解できていないことが多々あったので、カンファレンスは良かった。」「短い時間だったが、他園の先生方と

の意見交流ができ、また自分とは違った見方など参考になった。」「実際に公開園の先生方の話を聞き、共感する部分が多くあっ

た。園に持ち帰り、保育を進めていく上で保育を見直し、職員間で共有しながら保育をしていきたいと思った。」 等の感想が聞かれ、

公開保育の実践者と参加者が共に保育について語り合い、学びを深めることの効果を実感してくださっていることがうかがえました。 

【舞鶴幼稚園】 

公開保育の様子より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・園庭では、友達と一緒に色水遊びや築山での遊びを楽しむ3

歳児の姿がありました。友達とイメージを共有しながら遊ぶ中

で、自分の思いを言葉で伝えようとしたり、やりとりを楽しんだりす

る姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・4歳児は、フープでマスを作り、自分達がコマになって進んで

いくという「すごろくごっこ」を楽しんでいました。役割を決めたり、

フープをマスにするだけでなく道を作ってみたりと、友達と思いを

伝え合い、相談し合いながら、自分達で遊びを広げている姿が

見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・5歳児の話し合いの場面では、表現遊びの中でのトンボの飛び

方について意見を出し合っていました。いろんな方向に飛ぼうと

いう意見が出るなど、自分達で話し合いながらいろいろなことを

決めようとする姿が見られました。 

【参加者からの感想】 

〈子どもの姿〉 

・5歳児の表現活動では、

飼育してきたことをもとに、

自分達の経験を通して劇

にしていて素晴らしいと感じた。 

・自分達が飼育した体験や、観察したことを

通してなりきって動作し、それに言葉をつけ

ていた。これは小学校の生活につなげるものになっていると思う。  

・5歳児の話し合いの場面では、トンボの表現も実際見ているから

理解して言えると思った。「トンボは自由に飛ぶんだよ」は生活経

験から出た言葉だと思う。 

・子ども同士の中で落ち着いたやりとりができていると感じた。 

・日々の経験が遊びにつながっている。そして友達との豊かな遊

びにつながっていることを感じた。 

・友達や先生との関係がしっかりとでき、話を聞く姿勢ができてい

ることを感じた。 

〈保育者の関わり〉 

・ごっこ遊びは、子どもが自由に自分の意見を言えることを大切

にされているのが伝わってきた。また、ふり返りでは友達のよい所

に気付けるように言葉がけをされていて良かった。 

・年中さんの“虹のトンネルを作りたい”という場面では、子どもの

思いを引き出し、形にできるよう時間をかけて付き合うことの大

切さを感じた。そのような保育者の姿も素敵だと思った。 

・自由遊びの中では異年齢で関わって遊ぶことを大事にしておら

れると感じた。 

〈環境〉 

・どこの部屋も流れがあり、見通しを持って安心して生活してい

る感じがした。 

・廊下の製作コーナーは、子ども達が普段から手にとれる環境

がよいと感じた。 

・廃材を置く場所がいろいろな所にあり、異年齢の交流ができて

くると思う。その場で子どもの声をどう引き出すかが大切だと感

じた。 

・クラス便りが貼ってあり子どもの様子がよく分かった。流れの分

かる提示の仕方だと思う。 

・廊下や保育室の掲示物から、今までの保育の経過が分かる

ようになっており、保育を見せていただけ「なるほど、ここにつな

がっているんだな」と感じる場面がたくさんあった。 



     2月15日  特別企画Ⅰ   公開保育    つづき 

【さくら保育園】  

公開保育の様子より 

 

 

・乳児クラスは、落ち着いた

環境の中でひとりひとりが安

心して過ごす姿が見られまし

た。 

 

 

・机上での遊びと運動遊び

のエリアを分ける等、環境

の工夫がなされていまし

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２歳、3歳児クラスでは、消防

車ごっこやパンやさんごっこな

ど、保育者や友だちと関わりな

がら楽しむ姿が見られました。

どのコーナーも、子どもの興味

や関心をもとに遊びを展開して

いる様子がうかがえました。 

 

 

 

・4歳、5歳のクラスでは、子ども達が考えを出し合い、工夫した

り、話し合ったりする中で作り上げた表現遊びの様子を見ることが

できました。普段の遊びが発表会等の行事につながっていること

がうかがえました。 

【参加者からの感想】 

 〈子どもの姿〉 

・各保育室、個人や集団の活動の中で子ども達が本当に生き

生きと楽しく過ごしている姿が印象的だった。 

・それぞれのクラスで子どもの主体性が見られてよかった。「○

○だから○○しよう」と自分達で考えたり、一生懸命遊びを進め

たりする姿を、普段から認めてもらっているからこそ、自信を持っ

た姿につながっているのだと感じた。 

・子どもが、充実して楽しんでいる様子が伝わってきた。 

・子どもが自分で遊びを選ぶ力がついていると感じた。 

・5歳の製作劇は話し合いの中で友だちの意見を取り入れたり、

自分の思いを伝えられる雰囲気がとてもよく、共感できているか

らこそ、子ども達主体のものができているのだと感じた。 

 〈保育者の関わり〉 

・子ども達が安全に楽しく生活ができる環境を各クラス、年齢に

応じて配慮されており、先生方の日頃の保育研究の様子がうか

がえた。 

・子どもの言葉や思いを大切にされ、寄り添われている姿、言葉

かけも優しくて、受容的だと思った。 

・子ども達の気付きや言葉をとても大事にしておられるなと感じ

た。子どもと一緒に考えるということがどれだけ大事か、応答的

な関わりを大事にしたいと思った。 

 〈環境〉 

・それぞれのコーナーがしっかりと区切られており、遊びに集中で

きていた。 

・どのクラスも空間の使い方をすごく工夫されているのが分かっ

た。特に4歳や3歳クラスのお店屋さんごっこでは、素材なども工

夫されていて、子ども達も本当に楽しそうだった。乳児クラスで

はゆったりとした雰囲気で、心地良さがこちらまで伝わってきた。 

・遊び場の工夫や道具についてもより発展していくような配慮が

あり、勉強になった 

〈可視化について〉 

・子ども達が遊んでいる姿や考えたことなども展示してあることで、

大人だけでなく、子ども達にとっても他の子の遊び方や考えが共

有できる大切なドキュメンテーションになっていると感じた。 

・保育内容や理解の発信の仕方がとても勉強になった。 

・日々の遊びの様子をドキュメンテーションで伝えられていて、先

生方の環境設定や子ども達に寄り添った保育を大切にされてい

るのが分かりました。 

・各部屋のドキュメンテーションも分かりやすく、保護者の方も安心

し、園の保育を信頼される大切なことだと改めて感じた。 



     2月15日  特別企画Ⅰ   公開保育  つづき 

【中保育所】 

公開保育の様子より 

・乳児の子ども達は、安心できる

環境のもとで、自分の好きな場

所へ行き、好きな遊びを楽しん

でいました。 

 

 

 

・保育室は、子ども達の生活や

実体験に基づいた遊びの環境

作りがなされていました。 

 

 

 

・保育者や友だちと関わりながら、見立てたり、なりきったりして、遊

び込む子ども達の姿が見られました。 

 

 

･遊戯室で行われていたコンサートごっこでは、踊

る子達だけでなく、ライト係、幕係、アナウンス係等、自

分達で役割分担をして遊びを進めていました。 

 

・乳児・幼児を問わず異年齢で関わりながら楽しむ姿が

たくさん見られました。 

 

【参加者からの感想】 

・子ども達一人一人の言語力が素晴らしかった。「観察眼がすご

い」というところにつながると思う。 

・豊かな活動が展開されており、小学校にもこの学びがつながっ

てほしいと思った。小学校側がしっかり受け止めなければと感じ

た。 

・興味関心から、遊びを広げたり、気付きをキャッチしたり、子ども

を見る視点が磨かれていると思った。 

・乳児、幼児共に、自分がしたいことができる環境が素敵だと

思った。そのためには、職員が同じ方向を向いて保育することが

大事であり、チームワークが大切なことを痛感した。 

・子ども達の「やりたい」と言う気持ちを大切にし、ゆったりとした環

境の中でのびのびと遊んでいる姿が素敵だと思った。その遊びの

中で、子ども達は自分から「やってみよう」という自立の力を学ん

でいるんだと実感することができた。 

・幼児のコンサートごっこでは、０、1歳児がお客さんでなく、舞台

に上がり主役となって踊り始め、それを幼児の子ども達が自然な

形で受け入れていた。まわりの友達（大きい子）への興味や関心

が高まり、真似をしたり関わったりする姿から、生活や遊びの中

で、人と関わる力の基礎が育まれていると感じた。乳児・幼児が

お互いに刺激を受けながら学び合う姿に感動した。 

・乳児期の大切さを強く感じた。小さくても自分でやりたい気持ち

を育てる事が大切だと感じた。 

・低年齢児保育が本当に温かく、家庭的な雰囲気でくつろいだ

空間作りがとても素敵で参考に

なった。 

・異年齢でのドッジボールでは、

少しルール理解が難しい年中

児に年長児がやりながら教えて

いた。保育者の見守りの中で、

自主性が育っていた。 

〈環境〉 

・環境設定や保育士同士の連携も上手くで

きていて子どもが安心して遊び込める環境

になっていた。 

・子どもがやりたいことができる環境だと感じ

た。ハッピールームには作った製作物、途

中の製作物を置いておくことができ、「また

明日もやろう」 「今日も続きするぞ」と意欲

的に保育所に来たいと思える。また、3、4、

5歳児が異年齢で刺激を与え合える環境だった。「公開保育の

ための保育」ではなく、「普段の保育」というのがよく分かった。 

 

〈可視化〉 

・ドキュメンテーションの中で、発信だけで

はなく、保護者に感想を求めたり、やりとり

を意図されていて、感動した。 

・結果だけの保育ではなく、ドキュメンテー

ションにすることでやりとりの過程が分かり

やすく、保護者の方もよく分かるだろうな

と思った。 



     2月15日  特別企画Ⅱ   保幼小中連携研修会   

 乳幼児教育フォーラム 特別企画として保幼小中連携研修会を開催し、保育所・幼稚園・こども園・小学校・中学校の先生方、

大学・行政関係者他、たくさんの方々にご参加頂きました。 

 研修会では、今年度策定の「舞鶴市保幼小中接続カリキュラム」について、事務局より策定の趣旨や概要の説明を行った後、舞

鶴市保幼小中接続カリキュラム策定会議会長でもある 溝邊 和成先生（兵庫教育大学大学院 教授）より、本カリキュラムの事例

について解説していただき、カリキュラムの意義や、今後の活用について講義いただきました。 

 参加者の皆さんからは、 

「保幼小中接続カリキュラム策定の趣旨について、しっかりとまとめてあるので、なぜ必要なのか考えることができた。切れ目ない質の

高い教育を目指して、5歳児～小学1年生だけでなく、もっと長い目でつなげていくことが大切だと分かった。」 

「保幼で学んできたこと、体験的につかみ取ったものを、つながりの中で発展させていくことはとても重要である。とても参考になった。」 

「つながりを持った（つながりのある）学びをしていくには、互いの教育（保育）について知っていかないといけないと改めて実感した。

互いを知った上で継続した連携を図ることができればと思う。」 

「事例を聴きながら具体的にどのような視点で子どもを見ていけばいいのか、子どものどのつぶやきがポイントなのかよく分かった。こ

れからの連携活動でも参考にしていきたい。」 

「保育所、幼稚園の事例では子ども達がかなり高いレベルの気付きをし、自分で次の行動をしていることから、小学校ではもっと子ど

も達の知的好奇心をくすぐるようなことが出来るはずだと思った。そういう観点で学校生活や授業を見直してみるとおもしろいと思う。」 

「子ども達の会話からどういった成長があるのかよく分かった。遊びの中にも学びがたくさんあり（比較・予想）など、教師はその中の大

切なつぶやきや会話を聞き逃さないようにアンテナをはっていきたいと思う。」 

等の感想をいただき、園・校種を越えて皆さんと共に学び合うことができ、実りの多い研修会であったと感じます。 

また、 

「1年生を担任するまで、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿等のことを知らなかったので、カリキュラムも含めて今後さらに知って

いきたいと思った。」 

「接続カリキュラムと小学校、中学校のカリキュラムのつなぎを更に深めるにはどうすればいいか。」 

「保育者としては、事例を読んでもわかりやすいと感じたが、高学年担当の先生方は乳幼児期の大切さを理解してくださっているのだ

ろうかと思う。」 

「「カリキュラム015」をどのように活用できるか、溝邊先生が最後にお話されましたが、まだまだ自分の中に落とし込めていない。これ

からの課題だと感じている。」 

等の声も聞かれ、切れ目のない保育・教育のさらなる充実に向けて、「まいづるカリキュラム０１５」をどのように活用していくのかにつ

いては工夫が必要であり、今後の課題でもあると言えます。 

※カリキュラムの概要については、ｐ○に掲載（報告会資料） 【溝邊先生による事例解説の抜粋】 

0、１歳児 6月 「どろんこ遊び楽しいな」 

・子どもの姿から、対象（泥）が変化していくというこ

とを繰り返し遊ぶ中で学んでいることがわかる。 

・繰り返すことで（泥の）動きの変化があり、対象

（泥）との関わりが深まっている。 

4歳児 10月 「なんで違うのかな～」 

・子ども自身が違いに気付いたり、不思議に感じ

たりすることが大切である。子どもからの発見や発

想であるため主体的にイメージしやすいと言える。 

・保育者が「なんでこんなに違うのがあるのか

な？」という問いをすることで、比較させる事も大

事だと言える。 

・事実を知っていることで、何が違うかを比較をす

ることができる。これは、小・中学校でも求められ

ている力であると考える。 

考察（育ち・学び）
・保育者に共感してもらい、安心して過ごす中で、自らの意思で水や泥への興味を広げていき、指先や足で感触を繰り返し確かめている姿やその体験は、【自然との関わり】【思考力】の芽生えにつながっ
ていく。

遊び（活動）の展開

はじめは、泥水の入っている。

バケツの前にしゃがみ、親指と人差し指で泥水を

ちょっとずつ触っている。

そのうちに、泥水の中に足をつけて、バシャバシャと、

足の裏でも泥水の感触を感じ始めた。

最後には、水たまりの中に入って座り込み、じっくりと

泥水の感触を味わう姿が見られた。

保育者・教員の関わり

（ねらい、意図、環境）

・水、土などの素材の感触を感じられる機会を
持つ。

・子どものペースで遊び出せるよう、子どもの姿
を見守り、安心して遊びに入れるようにする。

・楽しさを感じられるよう、保育者も一緒に泥の
中に入って遊ぶ。

・泥の感触、不思議さなど、子どもの気付きに
共感し、「気持ちいいね」「楽しいね」など子ど
もが感じていることを、保育者が言葉で表現
し、伝えていく。

ヌルヌル
するね

０、１歳児 ６月 「 どろんこ遊び 楽しいな 」

バシャバシャ
楽しいね

気持ちいいね

今後の展開

・水の量を加減することで、泥の柔かさの違いを感じたり、砂、真砂土、赤土など、種類の違う土を用意し、様々な感触の違いを味わえるようにする。

育ってほしい
１０の姿

健康な
心と体

自立心 協同性 道徳性・規範意識
社会生活との
関わり

思考力
自然との関わり
生命尊重

数量や図形、標識や文字
などへの関心・感覚

言葉による
伝え合い

豊かな感性
と表現

考察（育ち・学び）
・自ら心と体を働かせて、あちこちでどんぐりを探すことをすることは、【健康な心と体】につながっている。
・拾った場所により色が異なることに気付いたり、不思議に感じたり、木の実の色の違い、木の違いを予測したりする姿から【自然との関わり】や【思考力】の芽生えが育ってきている。
・自分の気付きや思いを友達と言葉で伝え合う姿から【言葉による伝え合い】が育っている。

遊び（活動）の展開

・どんぐりを探しに散歩に出かけた。

たくさんのどんぐりが落ちている中、夢中になって

集めていた子ども達だったが、そのどんぐりに色

や形の違いがあることに気付き始めた。

保育者・教員の関わり

（ねらい、意図、環境）

・樹木には色々な種類がある事を知ることがで
きるよう、様々な種類の樹木がある場所を選
び、散歩にでかける。

・どんぐりの色や形、大きさの違いに気付き、興
味や関心を持つことで、集める楽しさや喜びを

感じることができるよう、子どもの発見や喜びに
共感する。

・「なんでこんな違うのかな？」と理由を問いか
けることで、子どもがドングリの違いに気付いた
り、理由を考えられるようにする。

・その場で『振り返り』をし、始めにドングリの違
いに気づいた子どもの気づきを、他の子ども達
にも広める。

なんでこんな違うのが
あるんやろ

なんで？

緑のはこっちに
あって、黒いのは
あっちにあったで

４歳児 １０月 「 なんで違うのかな～？ 」

違うな～

違う木に
なっとんちゃう？

全然違う！

口々に違いを言い合っていると

一人の子が木の違いに気づいた。。

こっちとあっち違
う木やで違うどん

ぐりなんや

帽子をかぶったどんぐりと、

木の皮に包まれたどんぐりを

友だちと比べ合っている。

今後の展開
・｢何が違うのか｣「どこが違うのか」などと意図的に問いかけ、子どもが言葉で表現できるようにする。

・ドングリの大きさや形、色の違いなどをよりわかりやすくするために、分けておく容器や、メジャーなどを用意する。
・一緒に数えてみることで、数量への興味や関心を育んでいく。

・『比べる』から『調べる』につながるよう図鑑、絵本などを置いておく。
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３歳児6月「うわぁ～産まれとる！」 

・3歳児でこのようなやりとりをしている様子や、生命現

象を捉えていることには驚きであり、嬉しいことである。 

・ダンゴムシから赤ちゃんが産まれたことから、自分達

もお母さんから産まれたことをつなげている。この姿は

大きな学びの芽生えであると言える。 

・「赤ちゃん何食べるんやろ？」などと言って子どもの

疑問を引き出すように、代弁者になって問いの入り口

を広げている様子が伺われる。 

4歳児「種が変身！」 

・何かを表現したいという思いから、数、形、物をどの

ようにデザインしていくかを繰り返している。対象（種）と

の関わりの中で学びが深まっていくと言える。 

・対象（種）の特徴をいかに活かしているかが大事では

ないか。小学生も幼児も同じであり、この時間を十分

に確保することが大切である。 

3歳児5月「てのひらおんどけい」 

・小学校3年生での理科の学習につながっていくような

内容が、3歳児の遊びの中に出できている。 

・言葉が足りないところは、保育者が代弁者となり意味

づけていくことが大切である。 

・4、5歳児になった時にこの経験を思い出し、自分達で

考えたり試したりするといった姿につながっていくのでは

ないか。 

3歳児6月「うどんやさんごっこ」 

・ごっこ遊び（真似る遊び）の中で社会を学んでい

き、社会性の基礎を培う。 

5歳児12月「お花いりませんか～？」 

・本物を用意することで子どものイメージがさらに広

がる。 

・子どもは、自分が何をどこまで理解しているのかを

経験の中で学んでいく。事例に見られるような、お

店屋さんごっこの中での物の値段の付け方なども生

活の中で学んでいく。 

     2月15日  特別企画Ⅱ   保幼小中連携研修会 つづき   

考察（育ち・学び）
・飼育し興味を持って観察する中でダンゴムシのお腹に赤ちゃんがいて、その赤ちゃんが生まれたことから、自分もお母さんから生まれたこととつなげ、命の不思議さを感じてることから、【自然との関わり・生

命尊重】につながっている。
・気付いたことや考えたこと、図鑑で調べた知識等を言葉にしている姿から【言葉による伝えあい】につながっている。

遊び（活動）の展開 保育者・教員の関わり

（ねらい、意図、環境）

ぼくらーもお母さんから産
まれてきたんやんな

ダンゴムシのお
家にいれたげよ

このダンゴ
ムシ赤ちゃ
んおる！

３歳児 ６月 「 うわぁ～産まれとる！ 」

赤ちゃんはお母さんの脱いだ
殻食べておっきくなるんやで

ダンゴムシの
お母さんや！

園庭に出ると「ダンゴムシ探そー！」と、ダンゴムシに興
味を持ち始めた。

段々と、ダンゴムシがどこにいるのかが分かり始め、石や
プランターの下、ブロックやテラスの隅を探し、 「こっちに
いっぱいおるで」と友だち同士で伝え合うようになってきた。

絵本や図鑑で、オスとメスの違いや脱皮、何を食べるの
か等を知ると、ますます、ダンゴムシに興味を持ち、飼育
ケースでダンゴムシの家を作り観察が始まった。

園庭でＭがお腹に卵を持っているダンゴムシを発見した
ことで、一気に盛り上がり、育てることになった。次の朝、み
んなで見てみると、赤ちゃんが産まれており、大きな歓声
が上がった。

･ダンゴムシの絵本や図鑑などを子ども

達が自由に見れる所に置き、興味・関心
が持てるようにする。

・子どもの発見や言葉に共感し次への気
付きにつながるような言葉をかける。

・飼育することで“もっと知りたい”という探
究心や、生き物に対しての愛着が生まれ、
大切にする気持ちを育てる。

赤ちゃん生まれる
んかなー？

みんなもこんなに小っちゃかった
のが、お母さんのお腹の中で大事

に育って産まれてきたんやで

わぁ～産まれ
とる！

赤ちゃん小っ
ちゃくて白

い！

お母さんって
すごいなー

赤ちゃん何食べ
るんやろ？

おっきくなっ
て段々黒くな
るんやんな！

今後の展開

・「大と小」「大人と子どもの関係」につながる。
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考察（育ち・学び）
・「あっ！ここちょっと冷たい！！」「ここ、あったかいで！」と、自分の思いを言葉にしていることから【言葉による伝え合い】につながっている。
・てのひらを使って温度を感じられることがわかり、何度も試して確かめている姿は、身近な事象に積極的に関わる中で気付いたり考えたりしていることから 【思考力の芽生え】につながっている。
・『ひなた・日陰』などの小学校での理科につながっていく。

保育者・教員の関わり

（ねらい、意図、環境）

3歳児 ５月 「 てのひらおんどけい 」

遊び（活動）の展開

大好きな“てのひらおんどけい”の絵本を読
んだあと、中庭に出た。すると、ＲちゃんとＭ
ちゃんが地面を触り、絵本の世界を楽しみな
がら何度も何度も繰り返し遊んでいた。

保育者の「てのひらおんどけいみたいだね」と

いう言葉から、真似をし始めた。友達の言葉を
聞いて、自分でも確かめてみようとする姿もあ
り、保育室のそばでしていた遊びが、園庭中に
広がる。その中で、冷たいところと、温かいとこ
ろ、熱いところがあることにも気づいた。

・てのひらおんどけいの絵本に興味を持って
いた子ども達の姿を受け、実際に試せれるよ
うに、中庭に遊びに行く前に絵本を読んだ。

・他児にも気づいてもらえるように、 「てのひら
おんどけいみたいだね」という言葉をかける。

・冷たいところと暖かいところがあることに気付
いていたので、理由や原因へと興味が向かう
ように、言葉をかける。

今後の展開
・様々な場所で“てのひらおんどけい”を試していくことで、経験を重ねていく。

・４、５歳になった時に、温度計を置くなどして、経験したことをつなげていく。

あっ！ここちょっと
冷たい！！

(やってみて…)ほんま
や！てのひらおんどけい

みたいやな！！

ここ、あった
かいで！

うん！こっちも
やってみる！！

あっつ！！

なんでかなー？

お日様があたって
るからあったかいん

やなぁ
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今後の展開
・カボチャ以外の種や画用紙以外の素材（布、木片等）でも試すことができるよう、様々な素材や材料を子どもと相談しながら用意する。
・個々の遊びから、友だちと一緒にイメージを共有して作ることができるような材料（段ボール、木材等）や用具（のこぎり、かなづち等）を用意する。
・様々な種類の種や木の実に触れられる環境を整え、違いに気付いたり、比べたりして探究することのできる時間や、それらを使って遊べるような空間を保障する。

遊び（活動）の展開

・カボチャを収穫した際、その種を見た

Aが「これで絵が描けるんちゃう？」と言った

ことから、種で絵を描いてみることにした。

Aはクレパスで魚の形を描き、クレパスにそって

ボンドをつけ、その上に種を並べている。

それを見ていたB、Cも一緒に始める。

しばらくは、描いた線の上に種を置いていたBが、

全体を種で敷きつめて魚を描き始めた。

保育者・教員の関わり

（ねらい、意図、環境）

・種を使って作ったり遊んだりできるよう、子ども
達に見えるところにカボチャの種を置いておく。

・保育者が、種の活用方法を決めてしまうので
なく、子どもの発想を大切にし、子どもが自分
で考えたり、工夫することができるようにする。

・子どもの気付きや「やってみたいという思いを
受け止め、すぐに描たり、作ったりできるよう、
子ども達がいつでも使える場所に、画用紙やク
レパス、ボンド等を置いておく。

魚つくっとる

目を種にした方が魚
に見えるんちゃう？

なにしとん？

４歳児 「 種が変身！！ 」

Bは
いっぱい貼る

Cもしたい

ここも
種にしよ

考察（育ち・学び）
・線の上に種を並べる、全体に敷き詰める、大小を分けて貼るなど、様々な並べ方やより自分のイメージする魚に近づけようと工夫する姿は、【思考力】の芽生えにつながっている。

・収穫した種を生かす工夫をし、並べたり重ねたりすることで絵や形にして表現していることから、【豊かな感性と表現】につながっている。
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考察（育ち・学び）
・お客さんにアピールすることで言葉のやりとりを楽しんだり、丁寧に接客をすることでコミュニケーション力や相手の立場に立って考える力【言葉による伝え合い】が育っている。
・お金のやりとりやお店の看板を文字や数で表すことで相手に伝わりやすくしていることから、【数量や図形、標識や文字等への関心・感覚】が育っている。

・自分の経験をもとにしてイメージしたことを表現したり、物を作り、遊びの中で再現していることから【社会生活との関わり】につながっている。
・身の回りの様々な素材を使って、魅力ある商品になるように工夫して表現していることから【豊かな感性と表現】が育っている。

遊び（活動）の展開

小学校との連携活動を通じて、的入れ屋さん

やけん玉ショー等を経験してきたことをきっかけに

お花屋さんやアイスクリーム屋さん等、自分たちで

考えたお店屋さんが始まった。

この日はＢ園の５歳児の子ども達が

お客さんとなり、Ａ園のお店にやって来た。

花屋の子ども達は、初めてお店に来る

Ｂ園の友だちに、どんな花があるのか、

値段はいくらか、おすすめはどれか等を

花屋の店員になりきり丁寧に説明していた。

お金に見立てたドングリは、１個が１００円

とのことで、お客さんの持っているドングリの

数を確認しながら買えるお花を伝えたり、

どんなお花がよいかをお客さんに尋ねたりする

姿が見られた。

Ａ園：青色

Ｂ園：桃色

保育者・教員の関わり

（ねらい、意図、環境）

・イメージがふくらむよう様々な素材や道具を準備し、い
つでも使ったり作ったりできるように環境を整えておく。

・保育者が指示したり決めてしまうのでなく、子どもの思い
や発想を受け止め、考えたり工夫する姿を認めていく。

・子ども同士がやりとりしたり、自ら関わって遊ぶ姿を見守
る。

・相手（お客さん）の立場に立って声をかけたり、分かりや
すい表示を作る工夫をするなどの視点に気付くような言
葉かけをする。

いらっしゃいませー
お花ありますよー

５歳児 １２月 「 お花いりませんか～？ 」

２個はここから選んで
無料のもあるで

４００円のがおすすめ
ですよー

ドングリ２個しか
ない

６個

お花ください！！

値段が書いてあって分

かりやすいね
無料のお花があると
お金が少ししかなく
ても買いにこれるね

机の上のお花はお金が
いるけど、下のお花は無
料です

育ってほしい
１０の姿

健康な
心と体

自立心 協同性 道徳性・規範意識
社会生活との
関わり思考力

自然との関わり
生命尊重

数量や図形、標識や文字
などへの関心・感覚

言葉による
伝え合い

豊かな感性
と表現

ドングリ何個

持っとる？

６個はどれでも買えます
４個はこれになります
どれにする？



 本市では年度毎に、事業のまとめとし

て、各研修の実施内容や、公開保育・授

業を実施いただいた園・校の取り組みを報

告し参加者の皆さんと情報や学びを共有

するとともに、1年の事業を振り返り、学び

を深めることを目的として、報告会を開催

しています。 

 今年度は環太平洋乳幼児教育学会と

共催し、市外の各関係機関の皆様にもご

案内をし、「乳幼児教育フォーラム」を開

催しました。 

 玉川大学 大豆生田 啓友教授をお招

きし、子どもを主体とした保育実践と協同

的な学びについてご講演いただき、さらに

シンポジウムでは、本市の取り組みについ

て、その成果等を報告することで、乳幼児

教育の質の維持・向上に向けて、参加者

の皆さんと共に学び合う機会になったこと

がアンケートからもうかがえます。 
 

【報告会について】 

保育所・幼稚園・こども園 

・各園のそれぞれの保育を見てたくさん学

べた。まず、保育者の心の健康など気付

き合うことは大切だと思った。子どもを主

体とした遊びを考え、環境を変え、発展し

ていく遊びをできるよう工夫していきたい。 

・子どもの発想は私たちが想像しているよ

りも豊かで、想像もしていないことを遊びを

考え、発展していくのは面白いと思った。 

・公開保育の報告を聞いて、どの園も

「やってよかった」 「学びがたくさんあった」

と報告しておられたのが印象的だった。公

開保育前はどうしたらいいか、これでいい

か、私自身もすごく悩んでいたが、やはり

やってよかったという感想はあったので、

他園の報告もすごく学びにつながった。 

・保幼小中一貫教育によってメリットがたく

さんあることを改めて感じた。子ども達が

進学するにあたって、スムーズに移行で

き、何より一人ひとりが心強さを感じながら

新しい環境に入れることに期待できる。 

・公開保育が「できる、できない」ではなく、

「するか、しないか」ではないかと北野先生

が話され、それは公開保育だけでなく全

てのことに言えると感じた。子ども達が主

体的に遊べる環境を作るために「できる、

できない」と言い合う議論より、何をする

か、どのように作っていくかを考え、話し

合っていくことが大切だということを学ん

だ。 

・各園の報告を聞かせていただき、「でき

ない」ではなく、「試行錯誤しながらすると

いう方向に」という話を聞き、本当にそうだ

なと思った。皆さん頑張っておられるなと

感じ、「自園も！私も！」と励みになった。 

・公開保育を通して研究が深まり、保育の

改善につながっていることが分かった。本

園でも職員の意識を高め、公開保育を

行っていきたい。（ありのままの姿を見ても

らう意識でハードルを下げる） 

・「ドキュメンテーション研修」を通して、子

どもの育ちを見とる力を保育者一人ひとり

がつけていくことが大切であると思った。園

内研修を行っていきたい。 

・公開保育をされた園の発表を聞いて、

子ども主体の保育の良さを改めて感じた。

自園でも公開保育に参加させていただい

て、よいところを真似していこうと思うが、

なかなか実践することができていないの

で、少しずつ保育を見直していこうと思う。 

・乳幼児期からの質の向上や小・中学校

への連携の大切さ、子ども一人ひとりの主

体性を育む遊びや学び、学びの発展性に

対する援助の大切さを実感した。 

・それぞれの園や小学校での実践を知る

機会になった。 

・校種は違うが、小学校でも活用できそう

なこともあり、勉強になった。保育園で実

践されたことや実践を通してついた子ども

の力を小学校でも活かしていきたいと思

う。 

 

【シンポジウムについて】 

保育所・幼稚園・こども園 

・どの園も色々な状況の中（人数、職員

数、地域など）、様々な努力をされ、子ど

もの育ちを大切に保育されていると分かっ

た。保護者としてもできる限り、協力してい

けたらと思えるフォーラムだった。 

・各保育園・幼稚園の公開保育の内容を

知ることができて良かった。公開保育での

第三者に見てもらうことの大切さ、保育や

環境の見直し、子ども達が今どんなことに

興味を持っているのかを常に考え、保育

を発展していくことの重要性を改めて感じ

た。 

・行事の持ち方、公開保育や子ども主体

に変えていかれた他園の話を聞き、取り

入れたいところが見つかった。遊びが盛り

上がっていくきっかけづくりとしての園外で

の活動。今後の課題も色々見えてきた。 

・ドキュメンテーションを書いていることで、

大豆生田先生が見る目が育つと言われ

たが、日々の記録を書き、また、他の保育

者のドキュメンテーションを見ることで子ど

もの育ちや学びを実感できていることを改

めて感じた。自分の力になっていることを

大豆生田先生の言葉から実感して、自分

の喜びにもなった。 

・「できないことを否定するのは誰でもでき

る。良いところを認める」 

この言葉を聞き、本当にそうだと感じた。

日々保育する中で、話すこと（職員間）を

大切にしているが、その中で他のクラスの

よい所、個々のよいところをしっかり見て認

め、全員がモチベーションをあげ、保育し

ていければと感じた。 

・行事のあり方が遊びの延長になるように

工夫されていたり、設定（保育）をコーナー

に取り入れたりされていた。注意してしまう

ような子どもの行動も、興味があるという

考え方をしていたりと見習いたいところがた

くさんあった。 

・園長・職員が一丸となって、主体性を活

かした保育へ変えていくことの大切さを感

じた。それは大変なことだが、しっかり話し

合い無理なく互いに共感、感謝しつつ保

育を展開させたいと思う。 

・保育のあり方を変えるために、保護者の

理解を得る必要性を感じた。（保育者と保

護者の保育感の共有） 
 

（市外）大学・行政関係者 

・どの地域でもどの園でもできるということ

が印象的だった。このシンポジウムで得た

学びを「よかった、よかった」と終わらせる

のではなく、これからどう具体的に実践に

生かしていくかが重要であると思った。 

・子ども主体の保育、公開保育、ドキュメ

ンテーション等、やればこんな風に変わっ

ていくんだということを実体験と共に紹介し

て下さり、心に何かくるものがあった。この

ような取り組みは本当に素晴らしく、どんど

ん広まっていってほしいと心から思った。 

・公開保育のビフォーアフターを聞く機会

が今までなかったので、とても面白い内容

だった。もともと素晴らしい園のよりよい質

の向上を聞くこともあるが、成長ではなく転

換という視点について大豆生田先生から

も話を聞くことができ、すごく多くの方への

変えたい、変えていこうとする意識につな

がったと思った。この話をもっと多くの人が

聞いたら大きな改革になるのではとも思っ

た。 

・市全体で同じ方向を見て進んでおられる

こと、日本の幼児教育も未来が見えると

思った。 

・これから保育の質の向上がどんどん図ら

れるにあたり、ファシリテーターが重要であ

ると学ばさせていただいた。  

・２つの園の園長先生の話が具体的で、

きれいごとではない本音の部分が聞けて

大変参考になった。そして、その良さをま

とめておられた大豆生田先生の話もよく分

かった。  

・舞鶴の取り組みを具体的に学べて、とて

も参考になりました。小さなことからコツコ

ツと、幼児教育の質の向上に取り組みた

い。（まずは現場のチャレンジを支援） 

    フォーラム アンケート 



。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 
 

報告会では、実際に公開保育・授業をお

こなっていただいた園・校の先生方からの

報告や公開後の変化や効果などについて

も具体的に報告していただき、講師からの

指導・助言を直接聞くことで、参加者の皆

さんの理解がより深まったと感じます。 

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 

 

今後取り組みたいと思うこと等 

（市外）保育所・幼稚園・こども園 

・保育の質を評価するという時に、既存の

評価項目に沿って評価するだけでなく、保

育実践を見合い、保育について語り合うこ

とも重要だと感じた。 

・子どもの言動を見逃さず、今ある興味関

心や、やってみたいことに寄り添っていき

たいと思った。遊び込んだ子どもの写真

や、子ども達が好きなものの写真を壁に

貼ること等はすぐにできることだと思った。 

・小さなことでもできることから始めていき、

そのよさや必要性を同僚に伝え、理解し

てもらいながら園全体が公開保育やドキュ

メンテーションを重要視できる志がある集

団になっていきたいと強く思う。 

・「同僚性」ということをまず考えていきたい

と思った。「10の姿で捉える」等は個人で

も少しずつ取り組めているのが、理解者、

同じ意識を持って取り組む人等が少なす

ぎて、園どころかクラス内の保育も未だに

一斉保育になってしまっているので、それ

を改善していきたい。 

・子ども達が「遊びたい」「やりたい」と思っ

たことを遊びに取り入れ、1日で終わらるの

でなく、継続していけるような保育を目指

したい。 

・子ども主体の保育や、子ども達の育ちや

学びを記したドキュメンテーションを参考

に、自分でも書いていきたいと思った。 

・肯定的、受容的な関わりをしたり、日々

の記録を取っていきたいと思う。  

・ドキュメンテーションは、写真に子どもの

言葉を添えて書いていくことで、1年を通し

ての子どもの育ち・学びや、取り組んでい

ることが見え、保護者にも可視化すること

ができるため、取り組んでみたいと思う。

  

（市外）行政関係者 

・舞鶴市の取り組みを参考にさせていただ

いている。幼保の研修の取り組み、市の

組織、幼保小中の取り組み全てを関係機

関に知らせていきたいと思う。 

・接続カリキュラム、連携において、語り合

いが重要であること。保育について、授業

について語り合える場をまず考えなくては

と思う。  

・写真を活用した保護者への見える化、 

無償化により、園はサービスを求められる

ようになるが、できれば質で選ばれること

を目指せる環境を作りたいと思う。 

・日誌へのドキュメンテーションの活用を

目指せる環境を作りたい。  

・自分の市では「できない」ではなく、できる

ことから始められるように研修・公開保育

の充実等を図っていきたいと思う。  

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 
 

市外から参加の皆さんからは、市全体で

取り組んでいる乳幼児教育の質の向上に

向けた研修等について、評価をいただくとと

もに、「自分の地域でも参考にしたい」「でき

ることから取り入れていきたい」など、たくさ

んの前向きなご感想ををいただきました。 

「できない」ではなく「まず行動してみる」と

いった声も多く聞かれ、皆さんの熱い思い

が伝わってきました。  

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 

    フォーラム アンケート 


